
 
 

 
 
 

 

【雲仙・普賢岳噴火災害】 
［1990 年 11 月 17 日発生］ 

 
［investigative report］ 

 

 
［写真提供：国土交通省九州地方整備局］ 

 
雲仙・普賢岳の初期噴火より 15 年が経過し、噴火終息より約 10 年を迎えようとして

おります。近年では全国的に目立った火砕流などによる被害は報告されておりません

が、未だに三宅島では火山活動により島民の方がご苦労をなさっております。このよ

うな時こそ噴火被害の警鐘を鳴らす意味も込め、被災地（普賢岳近傍）のご協力の下、

再検証を解かりやすく、簡潔に纏めてみました。 
被災地でお亡くなりになられた方のご冥福をお祈りすると供に、被災地の皆様の粘り

強い復興に向けたご努力に敬意を覚えます。 
 
 

民間危機管理再生機構 
［ＮＣＭＲＯ］ 

 

当会、発行物における文章・画像の著作権は、当会及び個人又第

３者に属しており、無断での複写・転用をお断りいたします。 

 
 
 
 

平成 17 年 8 月 



■噴火中の普賢岳全景           ［平成 4 年 10 月 26 日撮影 写真提供：島原市］ 

 

■沈静化後の普賢岳全景       ［平成 12 年 2 月 21 日撮影     写真提供：島原市］
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九州地方は上図を見ても分かるように普賢岳を始め、阿蘇山、霧島山、桜島など

多くの有名な火山を要する地帯であり、雲仙普賢岳のある島原地方を含む中間地

域は群発地震の多発地帯である。雲仙地溝が東西に横断する島原半島では活火山

である普賢岳が中央に位置し、大部分を占めている。（参考：気象庁） 

九州地方の活火山

鶴見岳・伽藍岳 

由布岳

有明海 九重山

雲仙普賢岳 

桜島 

阿蘇山

福江火山群 

島原半島 

霧島山

若尊 米丸・住吉池

池田・山川 
開聞岳

薩摩硫黄島 

口永良部島 
資料：気象庁『九州の活火山』 
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平成 2 年［1990 年］11 月 17 日に 19 
8 年ぶりに噴火した雲仙・普賢岳（ 
長崎県）。この噴火活動は平成 7 年 
［1995 年］までの約 4 年と半年間と 
いう長きに渡り続いた。近隣市町村 
の島原市や深江町では火砕流及び土 
石流災害に度重なり襲われ、生命と 
財産を焼き尽くした。 
中でも上の写真（九州地方整備局  
提供）にある平成 3 年［1991 年］6 
月 3 日の千本木地区を襲った大火砕流では 
死者 43 人（行方不明 3 人含む）、負傷者 9 
人、建物被害 179 棟を出す大惨事となった。 
火砕流の通った後は中段の写真（九州地方 
整備局 提供）のように一面灰色の無味無 
色の廃墟と化していた。火砕流の発生は平 
成 3 年 5 月～平成 8 年 5 月までの 5 年間に 
9432 回にも及んだ事からも噴火の激しさと 
地域の苦闘が覗える。 
 
■火砕流とは  ［右写真提供・参考：島原市］

高温の火山岩塊、火山灰、軽石などが火山 

ガスや熱風と供に山の斜面を流下する現象。 

流下速度は時速 100km を超えることもある。 

普賢岳の溶岩は粘度が高いため火口付近に 

大きな溶岩ドームを形成した。噴火による 

溶岩の総噴出量は 2億 4千万㎥におよび、 

平成 3年 5月 27 日発生の火砕流 
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東京ドーム 190 杯分を排出した。 
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■雲仙・普賢岳の歴史                        ［参考：島原市］■雲仙・普賢岳の歴史                        ［参考：島原市］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■噴火経緯                                                       ［資料：島原市］

最初の噴火があった 1990 年から約 200 年前にあたる寛政 4 年［1792 年］に

『島原大変』という大噴火がありました。 
有感地震が続いた後、普賢岳から噴煙が上がり溶岩流や火山ガスが噴出しま

した。その後、沈静化するかに見えた噴火活動は 1792 年 5 月に突如襲った

大地震により眉山が轟音とともに大崩落を始め、3 億㎥を超える土砂が城下

町を襲ったとされます。この土砂が有明海に大量に流出したことにより巨大

な津波が発生し、対岸の熊本県天草（現在）を襲いました。その返しの波に

より島原半島沿岸 18 町村も急襲され、歴史上でも稀に見る火山災害とな

り、15000 人を超える死者を出しました。 

平成２年［１９９０年］ 

１１月１７日  普賢岳から噴煙確認。（九十九島火口・地獄跡火口） 

平成３年［１９９１年］ 

 ２月１２日  屏風岩火口出現。 

 ５月１５日  初めての土石流が水無川流域に発生。 

 ５月２４日  初めての火砕流が発生。 

 ６月 ３日  大火砕流発生。（死者４３人、家屋焼失・倒壊１７９棟） 

 ６月 ８日  大火砕流発生。（家屋焼失・倒壊２０７棟） 

 ６月３０日  土石流発生。（倒壊１４８棟） 

 ９月１５日  最大規模の火砕流発生（焼失・倒壊２１８棟） 

平成４年［１９９２年］ 

 ８月 ８日  台風１０号の影響で土石流が発生。（３０ｈａに渡り氾 

        濫。全半壊家屋３５５棟） 

平成５年［１９９３年］ 

 ４月２８日  水無川に加え、中尾川でも土石流発生。（７０ｈａに渡り

        氾濫。全半壊３３８棟） 

 ６月２３日  北東側斜面に火砕流発生。（死者１名、家屋焼失・倒壊１ 

        ５１棟） 

 ８月２０日  眉山六渓で土石流発生。 

平成６年［１９９４年］ 

 ２月 ６日  北西側の湯江川方面にも火砕流発生。 

平成７年［１９９５年］ 

 １月 ６日  噴火以来、火山性地震発生なし。 

平成８年［１９９６年］ 

 ５月２０日  普賢岳溶岩ドームを『平成新山』と命名。 

 ６月 ３日  噴火活動終息宣言 
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■土石流被害          ［写真提供：九州地方整備局 参考：島原市］■土石流被害          ［写真提供：九州地方整備局 参考：島原市］ 

 
 
土石流とは山間や川に堆積した石や土砂を豪雨による濁流が上流から下流へ押

し流す現象。時には数十トンもの岩を軽々と押し流す。 
雲仙・普賢岳の被災地では火砕流により、堆積した火山岩や火山灰により少な

い雨量でも大量の土石流が発生し、被害を大きくしました。そして、火砕流が

到達しなかった地域にも土石流は駆け下り一面を覆い尽くしました。中には火

口から約 7km 離れた海岸線まで達するものや、水無川が扇状に氾濫し 70ha も
土砂に埋没しました。 
火山噴火による被害は 2 次 3 次に渡り続きます。噴火以上に、その後の度重な

る被害に心まで打撃を受けます。土石流は噴火による火砕流により起こりやす

くなり災害を大きくする 1 つの要因です。 
 

 
土石流発生回数･･･６２回（平成３年５月～平成８年５月） 

 
 

右の写真（国土交通省

九州地方整備局  提供）

は、土砂に埋まった被

災地の様子。 
人の背丈ほどの石がゴ

ロゴロとある。後ろの

遠くの方に普賢岳が見

えている。この石があ

の遠くの山から運ばれ

てきたものだと思うと

当時の恐怖が伝わる。 
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土石流による総流出土砂量･･･約７６０万㎥ 
［資料：国土交通省九州地方整備局］ 
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［水無川から望む普賢岳（写真提供：島原市）］ 
 ■被害概要         ［参考資料：国土交通省九州地方整備局・島原市］

死者（行方不明） 負傷者 住家被害 非住家被害 被害額 

44人（3人） 11人 1399棟 1323棟 約 2299億円

 
■平成新山［写真提供：島原市］ 
平成 3年 5月 20 日に溶岩ドー 

ムが出現して以来、13 個の溶 

岩ドームが形成されました。 

形成と伴に崩落も繰り返し、 

その際に発生したのが火砕流 

です。この溶岩ドームは平成 

8 年 5 月 20 日に平成新山と名 

づけられ、1359m の普賢岳を 

抜いて最高峰となりました。 

しかし、標高は 1488m を徐々 

に縮小しています。溶岩が冷 

え固まって出来た平成新山は 

噴火活動は終息しましたが内 

部は高温を維持しています。 
 

雲仙・普賢岳噴火データ［資料：島原市］（平成 8 年 6 月 30 日現在）

火山性地震 164058 回（有感地震 364 回） 

火山性微動  34044 回 

火砕流   9432 回（1日最多 68 回［平成 6年 8月 25 日］） 

総噴出量 2 億 4 千万㎥ 

火砕流堆積物 1 億 3 千万㎥ 

飛散火山灰量   1 千万㎥ 

溶岩ドーム  1482.7m（標高：国土地理院火山基本図より） 
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噴火の過程 
 

噴火前兆                          ［写真提供：島原市］ 
注）前兆現象は必ずあるわけではない。 

� 地熱の上昇 
� マグマの活発化 
� 一部、地下水・湧水・温泉等の高温化等 
� 火山性微動・地震、崖崩れの増加 
� 植物の枯死、動物の異変 

 
 
噴火初期                   ［写真提供：国土交通省九州地方整備局］ 
 

� 火山性地震の多発 
� 噴煙・噴火 
� マグマの流出 

注）大規模な山頂噴火の場合、突然火砕流を 
  伴う場合もある。また、地下水が豊冨な 
  地域では大噴火を誘発する危険性もある。 
 
噴火最盛期             ［写真提供：国土交通省九州地方整備局］ 
 

� 溶岩ドームなどの形成 
� 火砕流発生 
� 土石流発生 

注）火砕流は時速 100Km を超えるスピードで 

  高温の熱風を伴い流下してくるため、早 
  めの避難が肝心です。 
 
噴火終息期                  ［写真提供：島原市］ 
 

� 火山性地震の終息 
� 溶岩ドームの成長停止 

注）終息後も溶岩ドームの内部は高温を保っ 

  ています。 

気象庁、国土交通省九州地方整備局、島原市 

写真提供 

国土交通省九州地方整備局、島原市 

資  料 
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